
  

※
塔
婆
に
つ
い
て 

 

塔
婆
は
、
一
霊
に
対
し
、
一
本
の
お
塔
婆
を
建
て
ま

す
。
同
時
に
複
数
霊
の
法
要
を
行
う
場
合
で
も
、
一
本

の
お
塔
婆
に
は
一
霊
位
の
戒
名
だ
け
書
き
ま
す
。 

 

但
し
、
一
霊
位
に
対
し
て
供
養
す
る
施
主
の
お
名

前
は
連
名
で
書
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

例
：
夫
婦
・
兄
弟
一
同
・
友
人
一
同
・
子
供
一
同
な
ど 

 
 

 
 

〇
〇
〇
◯
霊
位
（
一
霊
位
） 

○
○
○
○
（
施
主
名
） 

 

※
霊
位
の
お
名
前
は
一
霊
し
か
書
け
ま
せ
ん
。 

※
当
日
お
申
し
込
み
の
場
合
は
後
日
の
ご
供
養
と
な
り

ま
す
。 

  

⚫
 

年
回
忌
法
要
（
法
事
）
を
営
む
に
あ
た
っ
て 

 

申
し
込
み
方
法
・
必
要
事
項
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

一. 

希
望
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
六
ヶ
月
前
よ

り
お
受
け
い
た
し
ま
す
。） 

※
希
望
日
時
が
重
な
っ
た
場
合
、
先
に
申
し
込
み
さ

れ
た
方
を
優
先
い
た
し
ま
す
。 

二. 

客
間
で
お
斎と

き

を
営
む
場
合
は
、
料
理
手
配
の
都
合

上
一
週
間
前
迄
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

（
料
理
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
場
合
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。） 

※
飲
み
物
に
つ
い
て
は
、
予
め
注
文
し
た
分
を
買
い

取
り
形
式
（
当
日
精
算
）
か
、
当
日
飲
ん
だ
分
だ
け

を
精
算
（
後
日
精
算
）
に
な
り
ま
す
。 

(

オ) 

お
位
牌 

(

カ) 

お
写
真 

(

キ) 

数
珠 

 

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
御
座
い
ま
し
た
ら
寺
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

栄
松
山 

 

長
運
寺 

〒
一
〇
八―

〇
〇
七
三 

東
京
都
港
区
三
田 

四―

一―

九 

電
話
：
〇
三-

三
四
五
一-

一
九
六
〇 

 
 

FAX
：
〇
三―

三
四
五
六―

一
四
八
二 

 
 
 

 

三. 

当
日
準
備
い
た
だ
く
も
の 

(

ア) 

「
仏
花
」 

本
堂
用 

※
高
さ

50

～

60

セ
ン
チ
程
度 

(

イ) 

「
仏
花
」 

お
墓
用 

※
（
お
寺
に
て
手
配
も
可
能
で
す
。
本
堂
と
墓
地
用
併

せ
て
一
万
二
千
円
～
一
万
五
千
円
程
度
） 

(

ウ) 

「
御
供
」 

 

故
人
が
お
好
き
だ
っ
た
お
菓
子
と
果
物
。 

御
宝
前
の
左
右
に
並
べ
ま
す
。
各
々
二
十
五

セ
ン
チ
角
の
三
宝
（
台
）
に
乗
る
程
度
の
量
。 

(
エ) 

「
塔
婆
」 

故
人
の
戒
名
（
俗
名
で
も
可
）
、
施
主
の
お
名

前
を
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
一
週
間
前

迄
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
必
ず
施
主
の
フ
リ
ガ
ナ
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 


